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Town Topics
　

原
油
価
格
の
高
騰
お
よ
び
資
材
や

肥
料
の
高
騰
に
よ
り
経
営
が
圧
迫
さ

れ
て
い
る
農
業
者
に
対
し
、
支
援
金

を
支
給
し
ま
す
。

◆
支
援
対
象
者

　

令
和
４
年
６
月
１
日
現
在
南
種
子
町

に
住
所
を
有
す
る
農
業
者
で
、
今
後
も

農
業
経
営
を
継
続
す
る
意
思
の
あ
る
者
。

◆
支
給
金
額

　

１
農
家
当
り
１
万
円
に
、
10
ａ
以

上
の
作
付
面
積
に
対
し
て
10
ａ
当
た

り
１
５
０
０
円
を
加
算
し
た
金
額

◆
申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て

町
へ
提
出

※
詳
細
は
折
り
込
み
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　　

原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
経

営
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
漁
業
者
に
対

し
、
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

　

令
和
４
年
６
月
１
日
現
在
南
種
子

町
漁
業
協
同
組
合
に
所
属
す
る
組
合

員
で
、
今
後
も
漁
業
経
営
を
継
続
す

る
意
思
の
あ
る
者
。

◆
支
給
額

　
水
揚
日
数
・
水
揚
金
額
お
よ
び
漁
法

の
区
分
に
応
じ
た
金
額

　
上
限
金
額
…
32
万
円

◆
申
請
方
法

　

申
請
書
に
「
水
揚
げ
日
数
等
証
明

書
」
を
添
付
し
て
町
へ
提
出

※
対
象
者
へ
は
郵
送
に
て
通
知
し
ま
す
。

　

飼
料
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
経

営
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
畜
産
農
家
に

対
し
、
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
支
援
対
象
者

　

令
和
４
年
６
月
１
日
現
在
南
種
子
町

に
住
所
を
有
す
る
畜
産
農
家
で
、
今
後

も
畜
産
経
営
を
継
続
す
る
意
思
の
あ
る

者
。

◆
支
給
金
額

（
肉
用
牛
）
成
牛
・
育
成
牛
・
子
牛
…

　
　
　
　
　
１
万
円
／
頭

（
乳
用
牛
）
経
産
牛
…
２
万
円
／
頭　

             

未
経
産
牛
…
１
万
円
／
頭

上
限
金
額
… 

個
人
…
１
０
０
万
円

　
　
　
　
　

 

法
人
…
２
０
０
万
円

◆
申
請
方
法

・
申
請
書
を
町
へ
提
出

※
対
象
者
へ
は
郵
送
に
て
通
知
し
ま
す
。

　
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
経
営
が
圧

迫
さ
れ
て
い
る
農
業
用
加
工
乾
燥
施
設

に
対
し
、
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
支
援
対
象
者

　

令
和
４
年
６
月
１
日
現
在
に
お
い
て

南
種
子
町
に
住
所
も
し
く
は
主
た
る
事

業
所
を
有
し
て
い
る
農
業
者
、
法
人
、

団
体
で
、
農
業
用
加
工
乾
燥
施
設
を
運

営
・
稼
働
し
、
今
後
も
事
業
経
営
を
継

続
す
る
意
思
の
あ
る
者
。

◆
対
象
施
設

　
令
和
４
年
産
の
収
穫
物
を
加
工
・
乾

燥
す
る
①
～
③
の
施
設
。

①
荒
茶
加
工
施
設

②
葉
タ
バ
コ
乾
燥
施
設

③
米
乾
燥
施
設

　
（
町
内
集
出
荷
業
者
に
限
る
）

◆
支
給
金
額

　
当
該
施
設
で
計
算
期
間
中
に
使
用
し

た
油
脂（
重
油・軽
油・灯
油
）に
つ
い
て
、

１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
20
円
を
支
給
。

◆
申
請
方
法

・
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
町

へ
提
出

※
対
象
者
へ
は
郵
送
に
て
通
知
し
ま
す
。

南
種
子
町
畜
産
農
家
緊
急

対
策
支
援
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業    

令
和
４
年
度
第
２
弾
！

令
和
４
年
度
第
２
弾
！

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支
援
事
業
は
、
国
か
ら
全
国
の
自
治
体
に

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支
援
事
業
は
、
国
か
ら
全
国
の
自
治
体
に

交
付
さ
れ
て
い
る
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
財
源
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

交
付
さ
れ
て
い
る
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
財
源
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　　

今
回
は
、
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
」
を
踏
ま
え
た
燃
料
・
肥
料
・
飼
料
高
騰
な
ど
へ
の
対
策
を

中
心
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

南
種
子
町
漁
業
者
緊
急

対
策
支
援
事
業

南
種
子
町
農
業
用
加
工
乾

燥
施
設
支
援
事
業

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

　
役
場
総
合
農
政
課
☎
㉖
１
１
１
１

　
　
農
業
振
興
係
（
内
線
３
１
１
）

　
　
林
務
水
産
係
（
内
線
３
１
７
）

　
　
畜
産
振
興
係
（
内
線
３
１
７
）

南
種
子
町
農
業
者
緊
急

対
策
支
援
事
業
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行政トピックス
南
種
子
町
子
育
て
世
帯
給

付
金
支
給
事
業

そ
の
他
の
事
業（
名
称
の
み
）

・
屋
外
イ
ベ
ン
ト
用
感
染
対
策
備
品
購
入
事
業

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
活
用
促
進
事
業

・
保
育
園
各
種
行
事
感
染
防
止
対
策
事
業

・
指
定
管
理
者
管
理
運
営
支
援
事
業

・
公
共
施
設
感
染
防
止
対
策
強
化
事
業

　
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
経
済
負
担
の

多
い
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
支
援
金
を

支
給
し
ま
す
。

◆
支
援
対
象
者

　

令
和
４
年
７
月
１
日
現
在
南
種
子
町

に
住
所
を
有
し
、
令
和
５
年
３
月
31
日

ま
で
に
満
18
歳
に
達
す
る
児
童
を
養
育

し
て
い
る
者
。

◆
支
給
金
額（
対
象
児
童
１
人
当
た
り
）

　
住
民
税
非
課
税
世
帯　
３
万
円
／
人

　
住
民
税
課
税
世
帯　
２
万
円
／
人

◆
申
請
方
法

　
原
則
と
し
て
申
請
の
必
要
な
し

（
例
外
：
町
に
対
し
児
童
手
当
な
ど
を
受

給
す
る
口
座
の
登
録
が
な
い
者
な
ど
）

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
保
健
福
祉
課　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
６
）　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
に
対
し
、
そ
の
実
情
を
踏
ま
え

た
生
活
の
支
援
を
行
う
観
点
か
ら
、
子
育

て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。
対
象
者
に
は
６
月
上
旬
に
役
場
よ

り
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認

し
、
申
請
が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
対
象
者
、
金
額
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
対
象
者

【
ひ
と
り
親
世
帯
】

　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

　
受
給
者
の
方

②
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
こ
と

　
に
よ
り
、
令
和
４
年
４
月
分
の
児
童

　
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

　
（「
公
的
年
金
等
」
に
は
、遺
族
年
金
、

　
障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、
労
災
年
金
、

　
遺
族
補
償
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。）

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

　
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
す
る
な
ど
、

　
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

　
い
る
方
と
同
じ
水
準
と
な
っ
て
い
る
方

※
①
の
方
は
、
申
請
不
要
。
②
、
③
の

方
に
つ
い
て
は
申
請
が
必
要
で
す
。

【
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
】

　

令
和
４
年
３
月
31
日
時
点
で
18
歳
未

満
の
児
童(

障
害
児
の
場
合
、
20
歳
未

満)

を
養
育
す
る
父
母
な
ど
で
、
令
和

４
年
度
住
民
税
（
均
等
割
）
が
非
課
税

の
方
ま
た
は
令
和
４
年
１
月
１
日
以
降

の
収
入
が
急
変
し
、
住
民
税
非
課
税
相

当
の
収
入
と
な
っ
た
方

※
令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
手
当
ま
た

は
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
で
住

民
税
非
課
税
の
方
は
申
請
不
要
。
そ
れ

以
外
の
方
（
高
校
生
の
み
養
育
し
て
い

る
方
や
、
収
入
が
急
変
し
た
方
）
は
申

請
が
必
要
で
す
。

◆
支
給
額

　
児
童
１
人
当
た
り
５
万
円

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
福
祉
課　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

　
畜
産
農
家
の
貸
付
頭
数
の
増
加
要
望

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
肉
用
牛
貸
付

基
金
を
２
千
万
円
増
額
積
立
し
、
返
済

期
間
を
延
長
（
２
年
の
据
え
置
き
期
間

を
設
定
）
す
る
な
ど
の
規
則
の
改
正
を

行
い
、更
な
る
畜
産
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確

認
さ
れ
て
以
降
、 

町
民
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、 

新
し
い
生
活
様
式
へ

の
取
り
組
み
な
ど
ご
協
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、 

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
活

動
自
粛
な
ど
で
外
出
の
機
会
が
少
な
く

な
っ
て
、 

筋
力
の
低
下
が
み
ら
れ
る
な

ど
影
響
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

フ
レ
イ
ル
予
防
と
健
康
寿
命
を
延

ば
す
こ
と
を
目
的
に
、
７
月
21
日
か

ら
午
後
３
時
に
防
災
無
線
で
ラ
ジ
オ

体
操
を
放
送
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

学
校
な
ど
へ
の
影
響
な
ど
を
調
査
す

る
た
め
、
試
験
的
に
夏
休
み
期
間
に

実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
で
ラ

ジ
オ
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
！

み
ん
な
で

   「
ラ
ジ
オ
体
操
」を
！

肉
用
牛
貸
付
基
金
の
増
額

肉
用
牛
貸
付
基
金
の
増
額

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
強
化
交
付
金
（
国
事
業
）
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Town Topics地域おこし協力隊委嘱状交付式

　

地
域
活
性
化
に
意
欲
が
あ
り
、
地

域
の
皆
さ
ま
と
積
極
的
に
活
動
し
地

域
お
こ
し
に
取
り
組
む
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
と
し
て
、
今
回
３
人
が

委
嘱
さ
れ
、
６
月
１
日
（
水
）
町
長

室
に
お
い
て
、
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
委
嘱
さ
れ
た
の
は
、
清
水
和

雄
さ
ん
、
村
山
純
樹
さ
ん
、
木
邑
優

子
さ
ん
の
３
人
で
す
。

　

清
水
さ
ん
と
村
山
さ
ん
は
、
有
機

農
業
隊
員
と
し
て
、（
有
）
か
ご
し
ま

有
機
生
産
組
合
種
子
島
事
業
部
に
所

属
し
、
直
営
ほ
場
に
お
い
て
研
修
し

な
が
ら
、
町
内
の
有
機
農
業
の
普
及

に
取
り
組
み
ま
す
。
木
邑
さ
ん
は
、

宇
宙
芸
術
祭
隊
員
と
し
て
、
今
年
よ

り
町
単
独
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ

た
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭（
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
や
ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
な
ど
を
予
定
）

の
運
営
を
通
し
て
、
町
の
活
性
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

村
山
純
樹
さ
ん

　
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

◆
前
住
所　

埼
玉
県

◆
趣
味　

プ
ロ
レ
ス
観
戦

◆
現
在
の
お
住
ま
い　

上
中
地
区

◆
着
任
し
て
の
ひ
と
こ
と

　

初
め
て
の
土
地
で
、
全
く
初
め
て

の
農
業
を
や
る
こ
と
に
不
安
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
地
域

の
発
展
や
自
身
の
成
長
に
繋
が
る
こ

と
を
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

清
水
和
雄
さ
ん

　
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

◆
前
住
所　

東
京
都
（
２
カ
月
）

　

そ
の
前
は
フ
ィ
ジ
ー（
５
年
４
カ
月
）

◆
趣
味　

旅
・
マ
ラ
ソ
ン
・
野
球
・
フ
リ
ス
ビ
ー

◆
現
在
の
お
住
ま
い　

上
中
地
区

◆
着
任
し
て
の
ひ
と
こ
と

　

南
種
子
町
で
有
機
農
業
を
や
っ
て

み
た
い
と
思
う
人
が
増
え
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
昨
年
12
月
に
「
有
機
農
業

を
軸
と
し
た
地
域
活
性
化
に
関
す
る
包

括
連
携
協
定
」
を
、（
有
）
か
ご
し
ま
有

機
生
産
組
合
と
の
間
に
締
結
し
、
相
互

に
連
携
し
有
機
農
業
の
普
及
や
新
規
就

農
者
の
確
保
・
人
材
育
成
、
遊
休
農
地

の
解
消
を
進
め
る
な
ど
し
な
が
ら
、
町

の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　
４
月
よ
り
、（
有
）
か
ご
し
ま
有
機
生

産
組
合
が
活
動
の
拠
点
と
な
る
事
業
所

を
長
谷
に
構
え
、
常
駐
の
社
員
が
着
任

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
着
任
し
て
の
ひ
と
こ
と

　

地
域
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
、
地
域

に
根
ざ
し
た
有
機
農
業
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
有
）
か
ご
し
ま
有
機
生
産

組
合
種
子
島
事
業
部
の
紹
介

（有）かごしま有機生産組合（有）かごしま有機生産組合
種子島事業部：有馬亮さん種子島事業部：有馬亮さん

InstagramInstagram
南種子町南種子町
地域おこし協力隊地域おこし協力隊

木
邑
優
子
さ
ん

　
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

◆
前
住
所　

東
京
都

◆
趣
味　

旅
・
テ
ニ
ス
・
俳
句

◆
現
在
の
お
住
ま
い　

下
中
地
区

◆
着
任
し
て
の
ひ
と
こ
と

　

種
子
島
に
は
な
ん
で
も
あ
っ
て
感

動
し
て
い
ま
す
。
宇
宙
芸
術
の
町
と

し
て
、
町
内
外
の
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ま
と
、
た
く
さ
ん
楽
し
み
た
い
で
す
。

木木
き む らき む ら

邑邑優優
ゆ う こゆ う こ

子子さんさん 村村
むらやまむらやま

山山純純
じゅんきじゅんき

樹樹さんさん 清清
し み ずし み ず

水水和和
か ず おか ず お

雄雄さんさん

YouTubeYouTube
種子島みなみたね種子島みなみたね
チャンネルチャンネル
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町
で
は
、
令
和
４
年
度
中
に
女
性
が

ん
検
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
を
対

象
に
、
医
療
機
関
に
お
け
る
個
別
の
女

性
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受

診
で
き
る
医
療
機
関
は
次
の
と
お
り
で

す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
個
別

検
診
専
用
の
受
診
票
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
受
診
可
能
医
療
機
関

〇
子
宮
頸
が
ん
検
診（
対
象
年
齢
20
歳
以
上
）

　
・
種
子
島
産
婦
人
科
医
院

　
・
相
良
病
院

〇
乳
が
ん
検
診
（
対
象
年
齢
40
歳
以
上
）

　
・
相
良
病
院

◆
受
診
料
金

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
：
２
千
円

　
乳
が
ん
検
診
：
２
千
円

※
乳
が
ん
検
診
は
９
月
に
検
診
車
に
よ

る
集
団
検
診
を
実
施
予
定
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
福
祉
課　
健
康
増
進
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

女
性
が
ん
検
診
（
個
別
検
診
）

の
お
知
ら
せ

　

手
術
な
ど
、
輸
血
に
使
わ
れ
る
血
液

製
剤
は
、
献
血
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
血
液
は
、
長
期
間
保
存
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
ま
た
、
人
工
的
に
造
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
年
間
を
通
し
て
、

献
血
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
渦
に
お
い
て
、
外
出
控
え
が

続
く
中
、
献
血
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る

方
が
減
少
し
て
お
り
、
全
国
的
に
、
血

液
の
量
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
献
血
会

場
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
マ
ス
ク
着
用
、
体

温
測
定
、
手
指
消
毒
の
ほ
か
、
会
場
の
換

気
及
び
清
掃
消
毒
な
ど
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

種
子
島
で
は
、
例
年
８
月
お
よ
び
２

月
に
献
血
バ
ス
に
よ
る
移
動
献
血
を
実

施
し
て
お
り
、
献
血
の
時
期
に
な
る
と
、

事
前
に
チ
ラ
シ
の
配
布
や
掲
示
な
ど

で
、
広
報
さ
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
積
極
的
な
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
西
之
表
保
健
所　
衛
生
・
環
境
係

　
☎
㉒
０
０
３
２

７
月
は
「
愛
の
血
液
助
け

合
い
運
動
」
月
間
で
す

　
５
月
22
日
（
日
）、
町
役
場
前
の
あ

お
ぞ
ら
広
場
に
お
い
て
、
南
種
子
町

消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
ポ
ン
プ
操
法
技
術
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
隔
年

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
前
回
の

大
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
中
止
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
４

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
に
５
分
団
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

に
２
分
団
が
出
場
し
、
日
頃
の
訓
練

で
培
わ
れ
た
操
法
技
術
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
各
分
団
は
、
７
月
24
日

（
日
）
に
南
種
子
町
で
開
催
さ
れ
る

県
消
防
協
会
熊
毛
支
部
操
法
大
会
に
、

町
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

町
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ポンプ車操法の部優勝：中央分団ポンプ車操法の部優勝：中央分団 小型ポンプ操法の部優勝：平山分団小型ポンプ操法の部優勝：平山分団

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

優
勝　

平
山
分
団

　

２
位　

茎
永
分
団

　

３
位　

西
之
分
団

 

■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

優
勝　

中
央
分
団

　

２
位　

島
間
分
団
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令
和
３
年
度
産
さ
と
う
き
び
の
生
産
状

況
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
産
さ
と
う
き
び
の
生

育
状
況
に
つ
い
て
は
、
株
出
し
ほ
場

に
お
い
て
茎
数
が
少
な
か
っ
た
も
の

の
、
春
先
か
ら
気
象
条
件
に
恵
ま
れ

台
風
襲
来
も
な
く
順
調
な
生
育
で
推

移
し
ま
し
た
。

　
種
子
島
全
体
の
栽
培
面
積
は
２
２
０
７

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
本
町
は
４
５
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
栽
培
面
積
と
な
り
ま
し
た
。
製
糖
工

場
の
操
業
は
１
２
３
日
間
で
、
種
子
島
管

内
の
平
均
単
収
は
６
９
４
１
㎏
、
前
年
対

比
１
２
０
％
で
あ
り
、
品
質
面
に
お
い
て

も
基
準
糖
度
帯
を
上
回
り
、
品
質
収
量
と

も
に
生
産
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
本
町

の
平
均
単
収
は
６
２
８
１
㎏
で
、
平
均
糖

度
13
・
54
度
と
基
準
糖
帯
を
上
回
る
こ
と

が
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
次
に
、
ト
ン
当
た
り
価
格
は
、
原
料

代
分
と
交
付
金
分
を
合
わ
せ
て
２
万
２

５
９
１
円
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
14
万
１

８
８
７
円
、
前
年
対
比
１
３
０
％
で
、

本
町
の
さ
と
う
き
び
生
産
額
は
６
億

４
１
１
４
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
高
生
産
の
背
景
に
は
、
天
候
に
恵
ま

れ
た
こ
と
が
一
番
で
あ
り
ま
す
が
、
生

産
農
家
が
新
品
種
「
は
る
の
お
う
ぎ
」

導
入
や
堆
肥
を
活
用
し
た
地
力
増
進
・

病
害
虫
対
策
な
ど
を
行
い
、
町
単
独
対

策
の
さ
と
う
き
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ

イ
ト
事
業
や
国
の
さ
と
う
き
び
増
産

基
金
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
、

関
係
機
関
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

の
結
果
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
と
う
き
び
は
、
本
町
を
支
え
る

重
要
な
土
地
利
用
型
作
物
で
あ
る
た

め
、
生
産
支
援
対
策
や
国
の
さ
と
う

き
び
生
産
性
向
上
緊
急
支
援
事
業
な

ど
を
フ
ル
活
用
し
て
、
持
続
的
に
栽

培
で
き
る
よ
う
各
施
策
を
講
じ
、
農

業
所
得
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
お
よ
び
４

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
１
月
18
日
に

13
例
目
と
な
る
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た

あ
と
、
３
件
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
確
認
さ

れ
る
な
ど
し
て
、
令
和
４
年
に
な
っ
て

か
ら
６
月
15
日
ま
で
に
１
１
０
人
の
感

染
者
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
後
も
、
南
種
子
町
で

は
比
較
的
落
ち
着
い
た
状
況
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
13
日
以
降
６
人
の
感

染
者
が
確
認
さ
れ
、
今
後
の
状
況
が
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
町
の
発
生
当

初
か
ら
の
累
計
感
染
者
数
は
１
２
２
人

で
、
県
下
43
市
町
村
中
、
下
か
ら
５
番

目
と
い
う
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
よ
る
死
亡
者
は
島
内
で
は
確
認

さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
感
染

拡
大
防
止
対
策
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

の
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協

力
の
賜
物
だ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

引
き
続
き
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
を

は
じ
め
、
感
染
し
な
い
・
感
染
さ
せ
な

い
行
動
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

続
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
６
月
15
日
現
在
の
３

回
目
の
接
種
率
は
65
歳
以
上
の
方
が

92
・
26
％
、
18
歳
以
上
の
方
が
84
・

22
％
、
町
民
全
体
の
12
歳
以
上
の
接

種
率
は
86
・
30
％
で
、
５
歳
か
ら
11

歳
ま
で
の
２
回
目
の
接
種
率
は
32
・

63
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

４
回
目
の
接
種
対
象
者
は
、
３
回
目

接
種
か
ら
５
カ
月
が
経
過
し
た
60
歳

以
上
の
方
と
、
18
歳
以
上
59
歳
ま
で
の

方
で
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
、 

そ
の
他
重

症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師
が
認
め

る
方
で
、
60
歳
以
上
の
方
に
は
、
６
月

２
日
に
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
接
種
日

時
を
指
定
し
て
接
種
券
を
発
送
し
ま

し
た
。
18
歳
以
上
59
歳
ま
で
の
基
礎
疾

患
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
役
場
窓
口

で
申
請
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
接
種
券

を
発
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
接
種
計
画
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
公
立
種
子
島
病
院
の
ス
タ
ッ

フ
、
役
場
の
職
員
な
ど
の
協
力
を
い
た

令
和
４
年
第
２
回　

町
議
会
定
例
会

　
令
和
４
年
第
２
回
町
議
会
定
例
会
が
６
月
16
日
（
木
）
か
ら
24
日
（
金
）
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
、
行
政
報
告
や
一
般
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
令
和
４
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
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だ
き
な
が
ら
、
８
月
13
日
を
除
き
、
７

月
９
日
か
ら
８
月
27
日
ま
で
の
毎
週
土

曜
日
を
使
い
、
１
日
当
た
り
３
２
０
名

か
ら
３
５
０
名
程
度
を
目
途
に
４
回
目

の
接
種
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

固
定
資
産
評
価
額
の
賦
課
決
定
に
つ
い

て
の
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
つ
い
て

　

本
件
は
、
平
成
29
年
当
時
、
岩
崎
ホ

テ
ル
の
閉
館
に
よ
り
建
物
が
損
耗
し
て

い
た
こ
と
や
民
間
の
鑑
定
評
価
額
よ
り

固
定
資
産
評
価
額
が
過
大
で
あ
る
な
ど

を
主
張
し
て
、
平
成
29
年
４
月
26
日
付

け
で
岩
崎
産
業
株
式
会
社
よ
り
損
害
賠

償
請
求
を
提
訴
さ
れ
、
第
１
審
を
平
成

29
年
６
月
21
日
か
ら
令
和
２
年
８
月
26

日
ま
で
、
そ
の
後
第
２
審
（
控
訴
審
）

を
令
和
２
年
９
月
10
日
か
ら
令
和
３
年

９
月
８
日
ま
で
を
審
理
期
間
と
し
、
と

も
に
「
原
告
の
請
求
を
棄
却
」
し
、「
訴

訟
費
用
は
原
告
の
負
担
」
と
す
る
判
決

が
下
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、原
告
は
不
服
と
し
て
第
３
審（
上

告
審
）
に
上
告
受
理
を
申
立
て
ま
し
た

が
、
民
事
訴
訟
法
第
３
１
８
条
第
１
項

に
よ
り
受
理
し
な
い
と
の
理
由
に
よ
り

上
告
棄
却
と
な
り
、
本
訴
訟
は
令
和
４

年
２
月
18
日
を
も
っ
て
結
審
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
約
５
年
間
に
係
る

弁
護
士
に
対
す
る
報
酬
金
お
よ
び
実

費
経
費
は
、
総
額
１
４
６
５
万
６
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
南
種
子
町
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書

　

過
疎
地
域
集
落
再
編
整
備
事
業
ほ

か
19
件
の
事
業
で
、
繰
越
額
の
確
定

に
伴
う
も
の
。

令
和
３
年
度
南
種
子
町
事
故
繰
越
し
繰

越
計
算
書

　
小
学
校
営
繕
事
業
２
件
の
事
業
で
、

繰
越
額
の
確
定
に
伴
う
も
の
。

南
種
子
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
一
定
程
度
収
入
が
下
が
っ
た
方

に
対
し
て
介
護
保
険
料
の
減
免
を
適
用
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

予
算
案
件

令
和
４
年
度
南
種
子
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

７
０
１
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額

60
億
３
０
２
万
１
千
円
と
す
る
も
の
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

看
板
商
品
創
出
事
業
補
助
金
、
み
な
み

た
ね
宇
宙
の
ま
ち
応
援
基
金
繰
入
金
、

畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業
な
ど

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

固
定
資
産
評
価
額
の
賦
課
決
定
に
つ
い

て
の
損
害
賠
償
請
求
事
件
が
結
審
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
弁
護
士
委
託
、
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
事
業
、
観

光
庁
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
種
子
島

宇
宙
芸
術
祭
に
係
る
費
用
な
ど

令
和
４
年
度
南
種
子
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
事

業
で
、
物
価
高
騰
に
伴
う
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
生
活
支
援
と
し
て
町
独
自
で

支
給
す
る
子
育
て
世
帯
給
付
金
、
原
油

価
格
・
物
価
高
騰
に
伴
う
燃
料
・
肥
料
・

飼
料
・
資
材
等
の
価
格
高
騰
対
策
と
し

て
町
独
自
で
支
援
す
る
農
業
者
・
畜
産

業
者
・
漁
業
者
へ
の
補
助
金
な
ど
が
主

な
も
の
で
、
１
億
６
３
０
７
万
６
千
円

を
追
加
し
、
総
額
61
億
６
６
０
９
万
７
千

円
と
す
る
も
の
。

令
和
４
年
度
南
種
子
町
国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
人
件
費
の
減
額
が
主
な
も
の
で
、
１

８
４
７
万
２
千
円
を
減
額
し
、
８
億
９
４

６
１
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

令
和
４
年
度
南
種
子
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

前
年
度
介
護
給
付
費
国
庫
負
担
金

が
主
な
も
の
で
、
57
万
９
千
円
を
減

額
し
、
７
億
３
３
４
２
万
１
千
円
と

す
る
も
の
。

令
和
４
年
度
南
種
子
町
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
人
件
費
が
主
な
も
の
で
、
１
０
６
万

２
千
円
を
追
加
し
、
９
６
１
９
万
９
千

円
と
す
る
も
の
。

令
和
４
年
度
南
種
子
町
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

人
件
費
の
減
額
に
伴
う
も
の
で
、

事
業
活
動
に
伴
う
収
益
的
支
出
を

４
４
３
万
１
千
円
減
額
す
る
も
の
。

報
告
案
件

条
例
案
件
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南
種
子
町
水
稲
無
人
ヘ
リ
航
空
防

除
連
絡
協
議
会
は
、
町
内
全
域
を
対

象
に
、
共
同
作
業
で
の
防
除
体
制
を

組
織
し
て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
で
は
、
作
業
労
力
の
軽

減
・
農
業
経
費
の
低
コ
ス
ト
化
・
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
対
策
な
ど
、
よ

り
効
果
の
あ
る
防
除
方
法
と
し
て
航

空
防
除
を
実
施
し
、
日
本
一
早
く
て

お
い
し
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
生
産
に
努

め
て
い
ま
す
。
近
年
、
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
や
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を

活
用
し
て
、
省
力
化
・
精
密
化
や
高

品
質
生
産
を
実
現
す
る
新
た
な
農
業

で
あ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
が
推
進
さ
れ

て
お
り
、
町
内
で
も
農
業
用
ド
ロ
ー

ン
の
普
及
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
６
月
は
早
期
水
稲
の
出
穂
期
で
、
病

害
虫
防
除
の
時
期
で
す
。
い
も
ち
病
、

紋
枯
病
、
カ
メ
ム
シ
類
を
対
象
と
し

た
一
斉
防
除
の
第
１
回
目
を
６
月
12

日
（
日
）
か
ら
15
日
（
水
）
に
か
け
て
、

第
２
回
目
を
19
日
（
日
）
か
ら
22
日

（
水
）
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

防
除
は
一
斉
に
行
う
こ
と
で
効
果

が
高
ま
り
ま
す
。
個
人
で
自
主
防
除

さ
れ
る
農
家
の
方
も
、
今
後
も
同
時

期
の
防
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
南
種
子
町
水
稲
無
人
ヘ
リ
航
空
防
除

　
連
絡
協
議
会（
役
場
総
合
農
政
課
内
）

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
２
）

無
人
ヘ
リ
・
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
水
稲
航
空
防
除
を
実
施〈ドローンによる防除の様子〉 〈無人ヘリによる防除の様子〉

　

18
歳
未
満
の
児
童
を
対
象
に
、
鹿

児
島
中
央
児
童
相
談
所
に
よ
る
児
童

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予
約
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、７
月
27
日(

水)

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
日

　
８
月
24
日
（
水
）
～
８
月
26
日
（
金
）

◆
実
施
場
所

　
西
之
表
市
・
中
種
子
町
・
南
種
子
町

◆
相
談
内
容

【
養
護
相
談
】

　

保
護
者
の
家
出
・
死
亡
・
離
婚
・

入
院
・
棄
児
な
ど
、
家
庭
環
境
上
問

題
を
有
す
る
児
童
お
よ
び
里
親
・
養

子
縁
組
に
関
す
る
こ
と
。

【
保
健
相
談
】

　

未
熟
児
・
虚
弱
児
・
小
児
喘
息
・

そ
の
他
の
疾
患
を
有
す
る
児
童
に
関

す
る
こ
と
。

【
育
成
相
談
】

　
性
格
行
動
（
反
抗
・
家
庭
内
暴
力
な

ど
性
格
上
の
問
題
）、適
正
（
進
学
適
正・

学
業
不
振
・
職
業
適
性
）、
し
つ
け
（
家

庭
内
に
お
け
る
幼
児
の
し
つ
け
・
遊

び
）、
不
登
校
の
児
童
に
関
す
る
こ
と
。

【
障
害
相
談
】

　

知
的
障
害
、
肢
体
不
自
由
、
言
語

障
害
、視
聴
覚
障
害
、重
症
心
身
障
害
、

自
閉
症
の
児
童
に
関
す
る
こ
と
。

【
ぐ
犯
行
為
・
触
法
行
為
な
ど
の
相
談
】

　

家
出
・
乱
暴
・
性
的
逸
脱
な
ど
の

ぐ
犯
行
為
や
問
題
行
動
の
あ
る
児
童
、

盗
み
・
傷
害
・
放
火
・
シ
ン
ナ
ー
遊

び
な
ど
で
、
警
察
か
ら
通
告
の
あ
っ

た
児
童
に
関
す
る
こ
と
。

【
そ
の
他
の
相
談
】

　

療
育
手
帳
の
（
再
）
判
定
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
診
断
に
関
す

る
こ
と
な
ど
。

　
日
程
に
つ
い
て
は
、
３
日
間
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
希
望
者
数
や
天
候
な

ど
に
よ
り
２
日
間
に
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
相
談
日
、
時
間

に
つ
い
て
は
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
福
祉
課　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
７
）

鹿
児
島
中
央
児
童
相
談
所
巡
回
相
談
の
実
施
に
つ
い
て



09　広報みなみたね　2022 年 7 月号

行政トピックス

～
道
路
等
伐
採
作
業
に
つ

い
て
～

　

町
政
座
談
会
な
ど
に
お
い
て
、
道

路
等
伐
採
作
業
に
つ
い
て
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
本
町
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
町
に
位
置
す
る
国
道
・
県
道
の

伐
採
作
業
は
、
鹿
児
島
県
よ
り
『
権

限
移
譲
』
を
受
け
、
町
が
管
理
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
の
業
務
委
託

実
績
は
、
延
長
約
90
㎞
を
７
工
区
に

分
け
、
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
内
の
町
道
お
よ
び
農
道

の
一
部
に
お
い
て
は
、
各
自
治
公
民

館
に
よ
る
道
路
の
伐
採
活
動
『
道
路

ふ
れ
あ
い
愛
護
活
動
』
に
対
し
、
作

業
実
績
延
長
に
よ
り
町
が
助
成
金(

年

２
回
の
作
業
で
１
０
０
ｍ
当
り
４
千

円)

を
交
付
し
、
地
域
内
道
路
の
環
境

保
全
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
令
和

３
年
度
実
績
： 

54
路
線
「
延
長
約
３
８

㎞
×
２
回
」
の
伐
採
活
動
）
を
支
援

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
町
道
な
ど
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
公
社
で
維
持
管
理
し
て

お
り
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
時
期

や
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
合
わ
せ
て

主
要
な
道
路
に
つ
い
て
も
、
道
路
伐

採
や
植
樹
帯
せ
ん
定
作
業
（
令
和
３
年

度
実
績
：
町
道
69
路
線
・
農
道
22
路

線
・
林
道
１
路
線
「
延
長
約
１
７
８
㎞
」

の
道
路
伐
採
や
高
木
伐
採
な
ど
）
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
ま
ち
づ
く
り
公
社
と
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、
各
自
治
公
民

館
な
ど
に
よ
る
道
路
ふ
れ
あ
い
愛
護

活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
町
内

道
路
の
利
便
性
と
景
観
の
改
善
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課  

管
理
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
６
３
）

～今お伝えしたいこと④～

ピックアップ
トピックス

こ
の
ペ
ー
ジ
で

は
、
今
町
で
話

題
に
な
っ
て
い

る
行
政
の
情
報

に
つ
い
て
、
取

り
上
げ
て
掲
載

し
ま
す
。

　

道
路
上
に
木
や
竹
が
張
り
出
し
て

い
る
と
、
歩
行
者
や
自
動
車
の
通
行

に
支
障
を
き
た
す
ほ
か
、
道
路
標
識

や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
が
見
に
く
く

な
り
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

私
有
地
か
ら
張
り
出
し
て
い
る
木

や
竹
は
土
地
所
有
者
の
方
に
所
有
権

が
あ
る
た
め
、
道
路
管
理
者
で
は
せ

ん
定
、
伐
採
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

木
や
竹
の
倒
木
な
ど
で
自
動
車
や

歩
行
者
な
ど
に
損
害
が
発
生
し
た
場

合
、
所
有
者
が
管
理
責
任
を
問
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
木
や
竹

の
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
緊
急
の
場
合
は
、
道
路
管
理
者
が

通
行
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
木
や

竹
を
、
了
承
を
得
る
こ
と
な
く
伐

採
、
撤
去
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

○
せ
ん
定
や
伐
採
作
業
時
に
は
、
歩

行
者
お
よ
び
通
行
車
両
の
安
全
確

保
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
電
線
や
電
話
線
が
あ
る
場
合
は
、

事
前
に
電
気
事
業
者
ま
た
は
通
信

事
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

【
国
道
・
県
道
】

　

熊
毛
支
庁
建
設
課　

道
路
維
持
係

　

☎
㉒
１
８
６
１

【
町
道
】

　

役
場
建
設
課　

用
地
工
務
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
６
２
）

道
路
に
張
り
出
し
た
木
や
竹
の
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す

【支障となる範囲（上図）】
道路を安全に通行するため、建築限界に張り出し
た木や竹などの伐採にご協力をお願いします。

事例事例
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◆
職
種

　
一
般
事
務

◆
採
用
予
定
人
員

　
若
干
名

◆
受
験
資
格

・
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年

　
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
。

・
採
用
後
の
住
所
要
件

　
南
種
子
町
内
に
居
住
す
る
こ
と
。

◆
試
験
の
方
法

●
１
次
試
験

・
教
養
試
験

・
作
文
試
験

・
事
務
適
正
検
査

・
総
合
検
査

●
２
次
試
験

・
面
接
試
験

◆
試
験
日
時
お
よ
び
会
場

●
試
験
日

　
１
次
試
験　
９
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
８
時
20
分　
受
付
開
始

　
２
次
試
験　
10
月
16
日
（
日
）
予
定

●
試
験
会
場　
南
種
子
町
役
場

                 （
研
修
セ
ン
タ
ー
）

◆
提
出
書
類

①
受
験
申
込
書

②
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

③
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒

　

業
見
込
証
明
書

※
①
、
②
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
用
紙

　

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込

　

書
な
ど
に
つ
い
て
は
、
直
接
入
手
の

　

ほ
か
、
郵
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　

の
入
手
も
可
能
で
す
。

・
直
接
入
手
の
場
合

　

役
場
総
務
課
行
政
係
で
交
付
し
ま
す
。

・
郵
送
に
よ
る
場
合

　

封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
書
請
求
」

　

と
朱
書
き
し
、返
信
用
封
筒
（
１
４
０

　

円
切
手
を
貼
付
し
宛
先
を
明
記
し
た

　

角
形
２
号
封
筒
）
を
同
封
し
て
く
だ

　

さ
い
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
場
合

　

南
種
子
町
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
験
票
に
つ
い
て

　

申
込
書
を
受
理
し
た
際
は
、
申
込
者

に
対
し
受
験
票
を
交
付
し
ま
す
。
受
験

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
受
験
票
が
届
か

な
い
場
合
は
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　

７
月
１
日
（
金
）
か
ら

　

７
月
29
日
（
金
）
ま
で
（
必
着
）

　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分
ま
で

　
※
土
日
祝
日
を
除
く
。

◆
受
付
場
所

　

総
務
課
行
政
係
（
郵
送
可
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

行
政
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
０
４
）

町
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

受
験
申
込
書
等
の
送
付
先

  

〒
８
９
１ ｰ 

３
７
９
２

   

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
南
種
子
町

　
　

中
之
上
２
７
９
３ 

番
地
１

 

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
受
験
申
込
書  

 

等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

町
職
員
採
用
試
験
・
会
計

年
度
任
用
職
員
募
集
共
通

　

夏
休
み
期
間
に
「
大
阪
ー
種
子
島
」

線
の
季
節
運
航
便
（
直
行
便
）
が
就
航

し
ま
す
。
乗
り
継
ぎ
無
し
の
80
分
で
到

着
し
、
帰
省
や
旅
行
が
便
利
に
な
り

ま
す
。
関
西・中
部
地
区
在
住
の
親
戚・

知
人
へ
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
の
運
航
と
な
り
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

運
行
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
運
航
日
…
８
月
１
日
～
31
日（
31
日
間
）

▼
ダ
イ
ヤ

▼
使
用
機
材

　
Ｊ
ー
Ａ
Ｉ
Ｒ
エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
１
７
０

　
（
76
人
乗
り
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
課　
企
画
開
発
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

　
種
子
島
空
港
利
用
促
進
協
議
会

　
（
中
種
子
町
役
場
企
画
課
内
）

　
☎
㉗
１
１
１
１
（
内
線
２
８
６
）

「
大
阪
ー
種
子
島
」
線
の

臨
時
便
就
航
に
つ
い
て

区　
　
　
間

出　
発
到　
着

大
阪
（
伊
丹
）
→
種
子
島
８
：
20
９
：
40

種
子
島
→
大
阪
（
伊
丹
）
10
：
15
11
：
25
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行政トピックス
◆
試
験
日
程
お
よ
び
会
場

　

７
月
20
日
（
水
）　
南
種
子
町
役
場

◆
採
用
予
定
職
種
お
よ
び
人
員
な
ど

　

下
記
別
表
を
参
照
。

◆
試
験
種
目
・
内
容

　

作
文
試
験
・面
接
試
験（
個
別
面
接
）

◆
合
格
発
表

　

７
月
25
日
（
予
定
）

　
※
合
否
通
知
は
郵
送
で
行
い
ま
す
。

◆
受
験
申
込
受
付
に
つ
い
て

①
受
付
期
間

　

７
月
１
日
（
金
）
か
ら

　
７
月
12
日
（
火
）
ま
で
（
必
着
）

　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
ま
で

　
※
土
日
祝
日
を
除
く
。

②
受
付
場
所

　
総
務
課
行
政
係
（
郵
送
可
）

③
提
出
す
る
書
類

 

・
受
験
申
込
書
お
よ
び
履
歴
書

　
（
各
１
部
。
所
定
の
用
紙
を
使
用
）

 

・
免
許
証
な
ど
の
写
し

　
（
資
格
が
必
要
な
職
種
の
み
）

※
受
験
申
込
書
は
、
役
場
で
直
接
受
領

す
る
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
験
票
に
つ
い
て

　

受
験
票
は
、
申
込
受
付
締
切
後
に

郵
送
し
ま
す
。
受
験
日
の
前
日
ま
で

に
受
験
票
が
届
か
な
い
場
合
は
、
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
合
格
か
ら
採
用
ま
で

　

合
格
者
は
、
保
育
士
は
令
和
４
年

８
月
１
日
か
ら
、
調
理
員
は
令
和
４

年
10
月
１
日
か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
。

（
原
則
、
採
用
後
１
ヵ
月
間
は
条
件
付

き
採
用
期
間
）

　

な
お
、
受
験
資
格
が
な
い
こ
と
、

申
込
書
の
記
載
事
項
が
正
し
く
な
い

こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
合
格
を
取

り
消
し
ま
す
。

◆
採
用
後
の
住
所
要
件

　

採
用
後
は
南
種
子
町
に
居
住

◆
休
暇
な
ど

　

年
次
有
給
休
暇
、
特
別
休
暇
（
夏

季
休
暇
な
ど
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　
行
政
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
０
４
）

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

採用職種
受験資格

採用人員
給料月額等（令和 4 年度時点）

職務内容 初任給 上限

保育士
保育士の資格を有する者

１名 154,900 円 199,900 円
保育の専門的な業務

調理員
（給食センター）

特になし
1 名 146,100 円 160,100 円

給食センターにおける給食調理などの業務
●任用時の給料月額は初任給額となります。ただし、学歴や前職などの経験年数により給料額が上限額まで加算される場
合があります。
●諸手当（通勤手当、期末手当、退職手当）がそれぞれの条件に応じて支給されます。

フ
ル
タ
イ
ム
職
員
採
用
試
験

　
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」と「
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」
が
、
全
国
で

２
種
類
同
時
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
並
び
に
そ
の
他

の
宝
く
じ
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か

ら
の
ネ
ッ
ト
購
入
も
で
き
ま
す
。

◆
発
売
期
間

　
７
月
５
日
（
火
）
か
ら

　
８
月
５
日
（
金
）
ま
で

◆
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

○
１
等　
５
億
円
×
24
本

○
前
後
賞
各　
１
億
円
×
48
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
７
２
０

　
億
円
・
24
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

◆
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

○
１
等　
３
千
万
円
×
28
本

○
前
後
賞
各　
１
千
万
円
×
56
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
２
１
０

　
億
円
・
７
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

◆
抽
せ
ん
日

　

８
月
17
日
（
水
）

『
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
』

な
ど
が
同
時
発
売
！



詳しくは８月号の
折り込みチラシで！
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横峯遺跡

横
峯
遺
跡

      

国
史
跡
に
答
申

　

６
月
17
日
（
金
）
に
、
４
月
の

町
広
報
紙
で
紹
介
し
た
横
峯
遺
跡

と
中
種
子
町
の
立
切
遺
跡
が
国
史

跡
「
立
切
遺
跡
・
横
峯
遺
跡
」
と

し
て
国
の
文
化
審
議
会
の
答
申
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
秋
頃
告
示
の
官

報
を
以
っ
て
正
式
な
指
定
と
な
り

ま
す
。
熊
毛
地
域
の
国
史
跡
指
定

は
広
田
遺
跡
に
次
い
で
２
例
目
と

な
り
ま
す
。

【
指
定
要
約
】

　
「
後
期
旧
石
器
時
代
前
半
期
の

立
切
遺
跡
は
生
業
の
あ
り
方
を
、

横
峯
遺
跡
は
居
住
の
あ
り
方
を

示
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
古
本

州
の
南
端
で
い
ち
早
く
出
現
し

た
点
は
、
旧
石
器
時
代
の
現
生

人
類
の
環
境
へ
の
適
応
過
程
を

理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
」
と

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
２
７
２
）

①トンミー大使の関初美さんが贈ってくれた「テッポ
ウユリ」の花が今年もきれいに咲きました。
②西之地区公民館から上中に向かって 500 メートル程
の町道沿いに、きれいな「アジサイ」が咲いていまし
た。平野集落の有志の方々で植えられたそうです。
③新長谷緑友会の皆さんの花畑。「ひまわり」の迷路を
作っており、あおぞら保育園の園児たちが見学に訪れ、
楽しんでいました。

町内のきれいな花を紹介町内のきれいな花を紹介

①①

5 月 26 日撮影　長谷ロケットモニュメントのそば5 月 26 日撮影　長谷ロケットモニュメントのそば

③③

1 トレンチ調査区1 トレンチ調査区 1T1 号礫群断面1T1 号礫群断面

平成 10 年　発掘参加者平成 10 年　発掘参加者 平成 9 年　発掘参加者平成 9 年　発掘参加者 平成 8 年　発掘参加者平成 8 年　発掘参加者

平成 14 年　発掘参加者平成 14 年　発掘参加者 平成 15 年　発掘参加者平成 15 年　発掘参加者

②②

6 月 6 日撮影　町道上中西之線6 月 6 日撮影　町道上中西之線

6 月 15 日撮影　長谷十文字花畑6 月 15 日撮影　長谷十文字花畑

宇宙のまち話題Photo News
Photo News

YouTubeYouTube
南種子町役場南種子町役場

13　広報みなみたね　2022 年 7 月号



宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　５月２９日（土）、中種子養護学校の運動会が行
われ、短距離走やダンスなど、体育の学習で取り
組んでいることが発表されました。新型コロナウ
イルス感染症の影響で２年ぶりに開催された運動
会は、規模を縮小し、午前中のみの開催でしたが、
子どもたちは、元気いっぱい頑張っていました。
中種子養護学校は、島内に１校の県立の特別支援
学校で、南種子町からも、小学部１名、中学部３
名、高等部３名の児童・生徒が通い学んでいます。

第４６回中種子養護学校大運動会第４６回中種子養護学校大運動会
　令和４年春の叙勲において、農業振興功労者と
して戸石助美氏（西之）が旭日単光章を受章され、
5 月 23 日（月）に町長室で伝達式が行われました。
　戸石氏は、農業委員として 7 期 21 年の長きに渡
り活動され、そのうち平成 20 年 3 月から平成 29
年 7 月まで、町農業委員会会長の要職に就かれま
した。その他、町園芸振興会会長、みなみたねグ
リーン・ツーリズム協議会会長を務めるなど、本
町農業振興の発展にご尽力されました。
　栄えある受賞、誠におめでとうございます。

令和４年　春の叙勲を受章令和４年　春の叙勲を受章
　中種子養護学校の第 47 回大運動会が『輝く笑顔
で頑張る 練習の成果を見せろ 大運動会！！』のス
ローガンのもと、5 月 28 日（土）に種子島中央体
育館で開催されました。
　感染症拡大防止のために、来場人数を制限しての
開催となりましたが、各学部の団体種目や個人種目、
紅白対抗リレーで、熱い戦いが繰り広げられました。
　種子島島内はもとより、屋久島からも保護者の方
に御来場いただき、心温まる拍手に、子どもたち
の練習以上の頑張りや笑顔が見られました。

第４7 回中種子養護学校大運動会第４7 回中種子養護学校大運動会

　主に小学校高学年と中学生を対象に、税への理解を
深めてもらう租税教室が、県や町の税務課職員や種子屋
久法人会､ 税理士会の方などが講師となり毎年開催され
ています。５月 19 日（木）に大川小学校で、5 月 27 日

（金）に西野小学校で、それぞれ開催されました。
　税の仕組みや使われ方などの講話のあと、みんなで
ＤＶＤを鑑賞し税について学びました。大川小学校で
は、種子島税務署長による歌の披露もあり、税を身近
に感じた教室となりました。

小学校で租税教室（大川小・西野小）小学校で租税教室（大川小・西野小）

5/19 大川小学校　講師は県の税務課職員5/19 大川小学校　講師は県の税務課職員
１億円レプリカは意外に重くてびっくり！１億円レプリカは意外に重くてびっくり！

5/27 西野小学校　講師は町の税務課職員5/27 西野小学校　講師は町の税務課職員
質問もたくさん出ました質問もたくさん出ました

大川小学校では種子島税務署長が自身作曲の歌を披露大川小学校では種子島税務署長が自身作曲の歌を披露
税について歌った「税は思いやり」税について歌った「税は思いやり」
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宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　6 月 13 日（月）種子島酪農青壮年部女性部の皆
さんが、牛乳の消費拡大キャンペーンのため来庁
されました。
　毎年６月第３日曜日の父の日に合わせて、「父」
と「牛乳」の語呂合わせで、「父の日に牛

ち ち

乳を贈ろ
う！」をスローガンに、消費拡大を図っています。
　「私たち酪農家が一生懸命生産した、安心で安全
な牛乳をたくさん飲んでいただけたら幸いです」
とあいさつされました。

「父の日に「父の日に牛牛
ち ちち ち

乳乳を贈ろう！」キャンペーンを贈ろう！」キャンペーン

　6 月 1 日（水）第 72 回鹿児島県高等学校柔道
競技大会が西原商会（鹿児島）アリーナで開催さ
れ、濱田昇龒さん（上中：高校１年）が所属する
県立明桜館高等学校が団体戦で 5 年ぶり６回目の
優勝を勝ち取りました。
　明桜館高等学校は、８月６日（土）から愛媛県
松山市で開催される第 71 回全国高等学校柔道大
会に出場します。
　選手の皆さんのご活躍を祈念いたします。

県高等学校柔道競技大会優勝！！県高等学校柔道競技大会優勝！！

　令和４年度県子ども会育成連絡協議会の表彰で、
平野集落公民館青少年育成部が優良団体賞を受賞し、
6 月 14 日（火）に町長室で伝達式を行いました。
　平野集落公民館青少年育成部は、育成部長を中
心に子ども会育成組織がしっかりと機能しており、
子どもたちに主体性を持たせた集落独自の活動が
評価され，受賞したものです。
　今後ますます地域に根差した子ども会活動が展
開されることを祈念いたします。

県子ども会育成連絡協議会優良団体表彰県子ども会育成連絡協議会優良団体表彰

　本町では、長寿をお祝いし福祉の向上に寄与す
るため敬老金を支給しています。
　 5 月 28 日に満 100 歳の誕生日を迎えられた
河野シヅヱさん（上中）へ、5 月 29 日（日）に、
ご家族が同席する中、小脇隆則副町長からお祝い
の言葉とともに敬老金が手渡されました。
　長寿の秘訣は「よく食べること」という河野さ
ん。介護サービスを利用しながら、元気に生活さ
れています。これからも、ますますお元気で長生
きされることを願っております。

100 歳敬老金支給100 歳敬老金支給

受賞団体：平野集落公民館青少年育成部受賞団体：平野集落公民館青少年育成部

濱田昇龒さん：上段右から２番目濱田昇龒さん：上段右から２番目
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介護職員初任者研修のご案内
期　間

　　令和４年　９月　３日 ( 土 ) から

　　令和４年１１月２０日 ( 日 ) まで

時　間　午前９：００～午後５：００

定　員　　２０人

受講料　81,400 円　→　

※無料は南種子町民に限ります。

※研修課程の全てを履修した方のみ

　無料となります。

南種子町は官民一体となって、介護人材の育成に取り組みます。

　「高齢者もその家族も住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくり」をめざして、介護サービス

事業所で構成される「南種子町介護保険サービス事業推進協議会」とともに、官民一体となって介

護人材の育成に取り組みます。

お仕事にも！学びにも！家族介護にも！

◆介護の仕事をしてみたい◆介護現場で働いており、スキルアップを図りたい

◆家族の介護に役立つ知識・ノウハウを知りたい

場　所　　中種子町野間 3213-3

　　　　　（就労支援ねいろ 24 研修室：旧中種子町森林組合）

　　　　　※実習用福祉用具が研修に必要なため、上記会場となっております。

　　　　　※ ( 有 ) 西日本ヘルパー養成事業（県指定事業者）が実施主体です。

内　容　　計１２回のスクーリング（家庭学習・卒業試験あり）

お申込み・お問合せ

南種子町介護保険サービス事業推進協議会事務局（南種子町社会福祉協議会内）

☎ 0997-26-1703　Mail　cosw-m@dream.ocn.ne.jp

 お申し込み締切：令和４年８月１９日（金）

９月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

10月
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

11月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

無料

※色のついている箇所が研修日です。

南種子町からの全額補助により！

広報みなみたね　2022 年 7 月号　16
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源
泉
所
得
税
な
ど
の
納

期
限
と
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ

る
納
付
手
続
に
つ
い
て

　

給
与
な
ど
の
支
払
の
際

に
徴
収
し
た
所
得
税
（
源

泉
所
得
税
）
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
は
、
給
与
な

ど
を
支
払
っ
た
月
の
翌
月

10
日
（
土
日
祝
日
の
場
合

は
そ
の
休
日
明
け
）
ま
で

に
納
付
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

納
付
す
べ
き
税
額
が
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
翌
月

10
日
ま
で
に
給
与
所
得
・

退
職
所
得
の
所
得
税
徴
収

高
計
算
書
（
納
付
書
）
を

税
務
署
へ
提
出
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

源
泉
所
得
税
の
納
付
ま

た
は
納
付
書
を
提
出
す
る

際
は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税

電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）
を
利
用
し
て
、
納
付
書

の
作
成
・
提
出
か
ら
納
付

の
手
続
を
一
度
に
行
え
る
、

簡
単
便
利
な
ダ
イ
レ
ク
ト

納
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
概

要
や
手
続
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
国
税
庁
で
検
索

（https://www.nta.go.jp

）

◎
問
＝
種
子
島
税
務
署
☎
㉒

０
４
４
０
（
自
動
音
声
案
内
）

自
衛
官
試
験
案
内

　
●
一
般
曹
候
補
生

◆
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

◆
受
付
期
間

　
７
月
１
日
（
金
）
か
ら

　
９
月
５
日
（
月
）
ま
で

◆
試
験
期
日

　

１
次　
９
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　
　
～
18
日
（
日
）

　
２
次　
10
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
　
～
23
日
（
日
）

◆
合
格
発
表

　

１
次　
10
月
３
日
（
月
）

　
２
次　
11
月
15
日
（
火
）

◆
入
隊
時
期

　

令
和
５
年
３
月
下
旬
～

　
　
　
　
　
４
月
上
旬

●
航
空
学
生

（
海
上
自
衛
隊
・
航
空
自
衛

隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
お
よ
び

戦
術
航
空
士
を
養
成
す
る

コ
ー
ス
。
入
隊
後
、
約
６
年

で
３
等
海
・
空
尉
）

◆
受
験
資
格

　
海
上
：
18
歳
以
上
23
歳
未
満

　
の
者
【
高
卒
者(

見
込
含)

】

　
航
空
：
18
歳
以
上
21
歳
未
満

　
の
者
【
高
卒
者(

見
込
含)

】

◆
受
付
期
間

　
７
月
１
日
（
金
）
か
ら

　
９
月
８
日
（
木
）
ま
で

◆
試
験
期
日

　

１
次　
９
月
19
日
（
月
）

　
２
次　
10
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　
～
20
日
（
木
）

　
３
次

　
　
（
海
）
11
月
18
日
（
金
）

          

～
12
月
14
日
（
水
）

　
　
（
空
）
11
月
12
日
（
土
）

          

～
12
月
15
日
（
木
）

◆
合
格
発
表

　

１
次　
10
月
７
日
（
金
）

　
２
次（
海
）11
月
９
日（
水
）

　
　
　
（
空
）11
月
４
日（
金
）

　
最
終　

　
令
和
５
年
１
月
17
日（
火
）

◆
入
隊
時
期

　

令
和
５
年
３
月
下
旬
～

　
　
　
　
　
４
月
上
旬

◎
問
＝
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方

協
力
本
部
種
子
島
駐
在
事
務

所
（
種
子
島
合
同
庁
舎
内
）

☎
㉓
０
２
９
９

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に

関
す
る
相
談
会
の
開
催

に
つ
い
て

　

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
県
労
働
委
員
会
（
公
益
法

人
（
大
学
教
授
、
弁
護
士
な

ど
）、
労
働
者
委
員
（
労
働

組
合
役
員
な
ど
）、
使
用
者

委
員
（
会
社
経
営
者
な
ど
））

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

労
働
者
、
使
用
者
ど
ち

ら
で
も
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

原
則
毎
月
第
４
火
曜
日

　
午
後
２
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
受
付
は
４
時
30
分
ま
で
）

　
（
た
だ
し
、
令
和
４
年
12
月

　

 

は
20
日
（
火
）
に
開
催
）

◆
場
所

　
県
庁
15
階　

　
鹿
児
島
県
労
働
委
員
会

※
来
庁
で
き
な
い
方
は
、

電
話
相
談
も
で
き
ま
す
。

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
９
４
３

◆
申
し
込
み

　
不
要
（
予
約
優
先
）

※
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
状
況
に
よ
り
相
談
会
の

開
催
方
法
を
変
更
な
ど
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
事
例

　

解
雇
、雇
止
め
、配
置
転
換
、

　
賃
下
げ
、
労
働
条
件
な
ど

◎
問
＝
鹿
児
島
県
労
働
委
員
会

事
務
局
☎
０
９
９
（
２
８
６
）

３
９
４
３
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鹿
児
島
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

鹿
児
島
県
お
よ
び
鹿
児

島
県
統
計
協
会
で
は
、
統

計
知
識
の
普
及
と
統
計
の

表
現
技
術
の
研
さ
ん
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

を
実
施
し
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
を
使
っ
て
、
楽

し
い
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ま
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　

鹿
児
島
県
に
在
住
・
在

学
・
在
勤
の
児
童
、
生
徒

お
よ
び
一
般
の
方
。

　

グ
ラ
フ
を
使
っ
て
、
Ｂ

２
版
サ
イ
ズ
の
ポ
ス
タ
ー

を
作
り
ま
す
。
課
題
・
規

格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
鹿
児
島
県
統
計
グ
ラ

フ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

要
領
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
締
切

　

９
月
２
日
（
金
）
消
印
有
効

◎
問
＝
役
場
企
画
課
企
画
開

発
係
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線

１
７
５
）

◎
問
＝
県
庁
統
計
課
☎
０
９

９
（
２
８
６
）
２
４
７
９

●
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用

試
験
（
令
和
５
年
４
月
入
学
）

◆
受
付
期
間

　
８
月
25
日
（
木
）
か
ら

　
９
月
５
日
（
月
）
ま
で

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

◆
試
験
期
日

　
１
次　
10
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
10
月
30
日
（
日
）

◆
受
験
資
格

ア
．
令
和
４
年
４
月
１
日

に
お
い
て
高
等
学
校
ま
た

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
２
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
お
よ
び
令
和
５
年

３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者

イ
．
高
等
専
門
学
校
の
第

３
学
年
の
課
程
を
修
了
し

た
者
で
あ
っ
て
、
令
和
４

年
４
月
１
日
に
お
い
て
当

該
課
程
を
修
了
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年

を
経
過
し
て
い
な
い
な
ど

人
事
院
が
ア
に
掲
げ
る
者

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
る
者

●
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用

試
験（
令
和
５
年
４
月
入
学
）

◆
受
付
期
間

　
７
月
19
日
（
火
）
か
ら

　
７
月
28
日
（
木
）
ま
で

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

◆
試
験
期
日

　
１
次　
９
月
25
日
（
日
）

◆
受
験
資
格

ア
．
令
和
４
年
４
月
１
日

に
お
い
て
高
等
学
校
ま
た

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
12
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
お
よ
び
令
和
５
年

３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者

イ
．
高
等
専
門
学
校
の
第

３
学
年
の
課
程
を
修
了
し

た
者
で
あ
っ
て
、
令
和
４

年
４
月
１
日
に
お
い
て
当

該
課
程
を
修
了
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
12
年

を
経
過
し
て
い
な
い
な
ど

人
事
院
が
ア
に
掲
げ
る
者

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
る
者

※
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
第
十
管
区
海
上
保
安

本
部
総
務
部
人
事
課
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国

家
公
務
員
採
用
情
報
Ｎ
Ａ

Ｖ
Ｉ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
第
十
管
区
海
上
保
安
本

部
総
務
部
人
事
課
☎
０
９
９

（
２
５
０
）
９
８
０
０

　
九
州
電
力
送
配
電
（
株
）

で
は
、
毎
年
８
月
の
「
電

気
使
用
安
全
月
間
」（
経
済

産
業
省
主
唱
）
に
合
わ
せ
、

感
電
事
故
防
止
の
た
め
の

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

電
線
付
近
で
の
魚
釣
り

や
セ
ミ
な
ど
の
虫
と
り
を

し
な
い
こ
と
、
切
れ
た
電

線
に
絶
対
触
れ
な
い
こ
と
、

ま
た
鉄
塔
や
変
電
所
な
ど

へ
近
づ
か
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

◎
問
＝
九
州
電
力
送
配
電
株

式
会
社
熊
毛
配
電
事
業
所

【
無
料
電
話
】
☎
０
８
０
０

（
７
７
７
）
９
４
５
２

海
上
保
安
官
募
集
案
内

九
州
電
力
送
配
電（
株
）

か
ら
感
電
事
故
防
止
の

お
願
い

海上保安官
募集ページ
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鹿
児
島
県
警
察
で
は
、

警
察
官
Ｂ
（
高
等
学
校
卒

業
程
度
）
の
採
用
試
験

（
男
性
・
女
性
・
武
道
・
サ

イ
バ
ー
の
各
区
分
）
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
～

平
成
17
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
方
で
、
警
察
官
Ａ

（
大
学
卒
）
の
受
験
資
格
に

該
当
し
な
い
方

※
詳
細
は
、
鹿
児
島
県
警

察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　
７
月
25
日
（
月
）
か
ら

　
８
月
15
日
（
月
）
ま
で

◆
申
込
方
法

　

今
年
度
か
ら
電
子
申
請

の
み
と
な
り
ま
す
。「
鹿
児

島
県
電
子
申
請
共
同
運
営

シ
ス
テ
ム
」
か
ら
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

（
鹿
児
島
ｅ
申
請
で
検
索
）

◆
第
１
次
試
験
日

　
９
月
18
日
（
日
）

◆
第
１
次
試
験
地

　
鹿
児
島
市
・
出
水
市
・
霧

島
市
・
鹿
屋
市
・
西
之
表

市
・
奄
美
市
（
サ
イ
バ
ー
区

分
の
試
験
地
は
鹿
児
島
市

の
み
）

◆
試
験
案
内
の
配
布
期
間

　
７
月
上
旬
か
ら

　
８
月
15
日
（
月
）
ま
で

◎
問
＝
鹿
児
島
県
警
察
本

部
警
務
課
採
用
係

☎
０
９
９
（
２
０
６
）
２
２
２
０

鹿
児
島
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://www.pref.kagoshima.
jp/police/

）

　

第
63
回
県
民
体
育
大
会

熊
毛
地
区
大
会
が
、
南
種

子
町
を
メ
ー
ン
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
り
２
年
間

中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
開
催
が
決
定

し
、
７
月
３
日
（
日
）、
７

月
17
日
（
日
）、
７
月
24
日

（
日
）
の
３
日
に
渡
り
、
熊

毛
１
市
３
町
の
選
手
が
、
郷

土
の
誇
り
を
胸
に
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
無
観
客
で
の

開
催
と
な
り
ま
す
が
、
選
手

の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

問
＝
役
場
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
社
会
体
育
係
☎
㉖

１
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
２
つ
の
認
知
症
カ
フ
ェ
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

★
さ
ん
だ
ん
カ
フ
ェ
★

★
さ
ん
だ
ん
カ
フ
ェ
★

　

参
加
者
と
ス
タ
ッ
フ
が
さ
ま

ざ
ま
な
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

制
作
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
指
先
を
動
か
す
こ
と
で
、

脳
の
活
性
化
に
役
立
ち
、
認
知
症

の
予
防
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

★
よ
ん
だ
ん
カ
フ
ェ
★

★
よ
ん
だ
ん
カ
フ
ェ
★

　

健
康
公
園
芝
生
広
場
に
て
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
男
性
が
積
極
的
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
始
め
ま
し
た
。

外
の
空
気
を
吸
い
、
身
体
を
動

か
す
こ
と
で
い
い
運
動
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
奇
数
月
に
よ
ん

だ
ん
カ
フ
ェ
・
偶
数
月
に
さ
ん

だ
ん
カ
フ
ェ
を
開
催
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５〈さんだんカフェで石ころアート〉〈よんだんカフェでグラウンドゴルフ〉

鹿
児
島
県
警
警
察
官
Ｂ

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

採
用
試
験
に
つ
い
て

第
63
回
県
民
体
育
大
会

熊
毛
地
区
大
会
の
開
催

に
つ
い
て



　

図
書
委
員
会
の
子
ど
も
た
ち
が
、
毎
月
23

日
の
「
読
書
の
日
」
に
、「
お
は
な
し
か
い
」

を
開
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
山
小
の
み

ん
な
が
た
く
さ
ん
の
本
に
親
し
ん
で
、
本
好

き
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
図
書
委
員
会
の

思
い
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

毎
月
、
23
日
の
昼
休
み
に
は
、
図
書
室
に

集
ま
り
、
紙
芝
居
を
し
た
り
、
お
薦
め
の
図

書
の
本
を
紹
介
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
事
前

に
練
習
を
し
た
り
、
お
薦
め
の
本
を
選
ん
だ

り
と
大
変
で
す
が
、
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し

て
い
る
の
で
、
が
ん
ば
っ
て
継
続
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

　

図
書
委
員
会
の
自
主
的
な
活
動
に
み
ん
な

の
心
が
温
ま
る
平
山
小
で
す
。

平山平山小学校小学校

　

６
月
３
日
（
金
）
か
ら
10
日
（
金
）
ま
で
の
一

週
間
を
「
歯
み
が
き
強
調
週
間
」
と
し
、
学
年
ご

と
に
「
歯
み
が
き
大
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
ビ

デ
オ
を
見
て
「
ど
う
し
て
虫
歯
に
な
る
の
か
」「
ど

う
す
れ
ば
虫
歯
に
な
ら
な
い
よ
う
に
で
き
る
の

か
」
を
学
び
、
同
時
に
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を

実
践
し
ま
し
た
。

　
ク
イ
ズ
的
な
内
容
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し

み
な
が
ら
夢
中
で
画
面
に
食
い
入
り
、
鏡
を
見
な
が

ら
一
生
懸
命
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
も
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
校
は
、
今
年
度
歯
科
検
診
で
の
虫
歯
保
有
率

が
「
０
」
と
い
う
す
ば
ら
し
い
結
果
も
残
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ
の
ま
ま
虫
歯
の
な
い

健
康
な
歯
の
維
持
に
努
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
５
月
14
日
（
土
）
に
３
年
ぶ
り
に
老
盛
会
の
皆

さ
ま
を
お
招
き
し
て
の
「
１
年
生
を
迎
え
る
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
感
染
予

防
策
を
万
全
に
し
、
以
前
と
同
じ
よ
う
に
行
事
を

行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
か
ら
で
す
。

　
「
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
」や「
だ
る
ま
さ
ん
が
転
ん
だ
」

な
ど
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
み
、
本
当
に

素
敵
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
で
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
真

剣
に
じ
ゃ
ん
け
ん
勝
負
。「
勝
っ
た
あ
！
」「
負
け

た
あ
！
」
の
声
が
体
育
館
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

最
後
に
は
み
ん
な
の
笑
顔
が
キ
ラ
キ
ラ
繋
が
っ
た

１
つ
の
列
車
が
完
成
し
ま
し
た
。

花峰花峰小学校小学校
下
中
地
域
の
み
ん
な
み
ん
な
で

　
　
　
　
　
　「
お
め
で
と
う
！
」

歯
み
が
き
大
会

お
は
な
し
か
い

茎南茎南小学校小学校
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５
月
28
日
（
土
）
に
、Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
と
し
て
、

海
岸
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
で
19
年
目
を
迎
え
た
こ
の

活
動
は
、
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
ウ
ミ
ガ

メ
が
産
卵
す
る
場
の
一
つ
で
あ
る
前
之
浜
の
ご
み
を
拾
い
な

が
ら
、
海
洋
の
保
護
に
つ
い
て
考
え
る
場
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
、
子
ど
も
た
ち
は
広
大
な
海
を
見
な
が
ら
、
た
く
さ

ん
の
ご
み
を
拾
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
親
子
で
力
を
合

わ
せ
て
、
拾
っ
た
ご
み
を
一
つ
一
つ
て
い
ね
い
に
洗
い
な
が

ら
分
別
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
後
学
校
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
さ
ん
を
お
招
き

し
て
の
学
習
会
、
孵
化
の
観
察
、
子
ガ
メ
の
放
流
を
通
し
て

学
び
を
深
め
て
い
く
予
定
で
す
。

西野西野小学校小学校

親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
（
海
岸
清
掃
）

　
大
川
小
学
校
で
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
「
魚
釣
り
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
６
月
９
日
（
木
）
に
今
年
度
最
初
の
魚
釣
り
ク
ラ
ブ
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
15
人
の
児
童
が
、
学
校
の

目
の
前
に
あ
る
大
川
漁
港
で
サ
ビ
キ
釣
り
を
し
ま
し
た
。
普
段
あ
ま
り

魚
釣
り
の
経
験
が
な
い
児
童
は
、
釣
り
糸
を
垂
ら
す
だ
け
で
も
ド
キ
ド

キ
わ
く
わ
く
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
結
果
は
、「
大
漁
！
大
漁
！
」

と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
魚
が
釣
れ
た
児
童
も
、
釣
れ
な
か
っ
た

児
童
も
、
み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
い
釣
り
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、
３
～
４
回
ほ
ど
魚
釣
り
が
で
き
る
予
定
で
す
。
次
回
は

き
っ
と
「
大
漁
！
大
漁
!!
」
と
大
は
し
ゃ
ぎ
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ク
ラ
ブ
活
動
（
魚
釣
り
）

大川大川小学校小学校
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「
特
別
公
開
」
７
／

「
特
別
公
開
」
７
／
3131
開
催
！

開
催
！

　

７
月
31
日(

日)

開
催
予
定
の
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
特
別
公
開
２
０
２
２

に
つ
い
て
、
特
設
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま

し
た
！
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
・
熱
中
症
対
策
の

た
め
従
来
と
異
な
る
点
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
開
催
時
間 

８
時
30
分
～
13
時

　
開
場
（
駐
車
場
含
む
）
は
８
時
、
最

終
入
場
は
12
時
30
分
で
す
。

・
食
事
の
提
供
な
し

　
食
堂
の
営
業
・
食
事
の
提
供
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

・
事
前
登
録
の
お
願
い

　
来
場
者
全
員
か
ら
連
絡
先
な
ど
の
情

報
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
す
。
当
日
受

付
も
可
能
で
す
が
、
事
前
に
ご
登
録
い

た
だ
い
て
い
る
方
は
、
当
日
ス
ム
ー
ズ

に
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
特
設

サ
イ
ト
よ
り
事
前
登
録
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
特
別
ツ
ア
ー
申
し
込
み

　

一
般
に
公
開
し
て
い
な
い
施
設
を
ご

案
内
す
る
特
別
ツ
ア
ー
は
事
前
に
お
申

し
込
み
い
た
だ
き
、
当
選
し
た
方
の
み

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
お
申
し
込
み

は
特
設
サ
イ
ト
へ
。

　

そ
の
他
、
水
ロ
ケ
ッ
ト
製
作
・
打
上

げ
体
験
や
、
謎
解
き
ゲ
ー
ム
な
ど
、
皆

さ
ま
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
企
画
イ

ベ
ン
ト
を
準
備
中
で
す
。

増
田
宇
宙
通
信
所

増
田
宇
宙
通
信
所

　
　
　
「
特
別
公
開
」
同
日
開
催
！

　
　
　
「
特
別
公
開
」
同
日
開
催
！

・
開
催
時
間　

11
時
～
16
時

　
開
場
（
駐
車
場
含
む
）
は
10
時
45
分
、

最
終
入
場
は
15
時
30
分
で
す
。

　

ご
来
場
の
際
は
、
皆
さ
ま
ご
自
身
で

も
コ
ロ
ナ
・
熱
中
症
対
策
へ
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
感
染
状

況
・
荒
天
な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
特
設
サ

イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

南
種
子
中
学
校
生
徒
が

南
種
子
中
学
校
生
徒
が

　
　

宇
宙
科
学
技
術
館
で
職
場
体
験

　
　

宇
宙
科
学
技
術
館
で
職
場
体
験

　　

５
月
18
日
～
20
日
の
３
日
間
、
南
種

子
中
学
校
２
年
生
の
２
人
が
宇
宙
科
学

技
術
館
で
職
場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
付
業
務
や
施
設
案
内
バ
ス
ツ
ア
ー

の
見
学
案
内
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使
わ

れ
る
水
ロ
ケ
ッ
ト
機
体
の
製
作
や
館
内

清
掃
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
体
験
し

ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、実
際
に
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
の
一
員
と
し
て
総
合
指
令
棟
の

案
内
を
担
当
し
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
終
了

後
の
お
客
様
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

『
職
場
体
験
の
お
二
人
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
』
と
感
謝
の
言
葉
が
寄

せ
ら
れ
る
な
ど
大
活
躍
で
し
た
。

イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
１
段
モ
ー
タ

イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
１
段
モ
ー
タ

　
　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
搬
出

　
　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
搬
出

　
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
の
発
射
場
と

い
え
ば
内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
で
す

が
、
イ
プ
シ
ロ
ン
の
１
段
モ
ー
タ
は
こ

こ
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
燃
料
を
充

填
し
、
島
間
港
か
ら
内
之
浦
に
搬
出
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
打
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い

る
イ
プ
シ
ロ
ン
６
号
機
。
打
上
げ
準
備

作
業
に
向
け
て
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

か
ら
１
段
モ
ー
タ
の
輸
送
が
行
わ
れ
、

無
事
、
内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
に
到

着
し
ま
し
た
。

　
イ
プ
シ
ロ
ン
６
号
機
で
は
革
新
的
衛

星
技
術
実
証
３
号
機
等
の
打
上
げ
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
！

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244
（内容は 6 月 8 日現在）

2019 年度特別公開（前回）
水ロケット打上げの様子

館内放送も体験

特別公開
2022

特設サイトは
こちらから

宇宙センターから搬出される
イプシロン 1 段モータ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

　
　
　

公
立
種
子
島
病
院

　
臨
床
検
査
技
師　
窪
田　
喜
州

　

ま
だ
、
終
わ
り
の
見
え
な
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
３
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
も
進
み
感
染
者
も
減
少
傾
向
で
、

マ
ス
ク
着
用
な
ど
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
発
症
予
防
効

果
は
70
～
95
％
で
重
症
化
す
る
リ
ス
ク

も
抑
え
ら
れ
ワ
ク
チ
ン
効
果
が
で
て
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
抗
体
（
免
疫
）
が
で

き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す

る
抗
体
は
主
に
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。

①
ウ
イ
ル
ス
表
面
に
存
在
し
て
感
染
の

き
っ
か
け
と
な
る
突
起
状
の
Ｓ
蛋
白
質

に
対
す
る
抗
体
（
Ｓ
抗
体
）。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
あ
る
い
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
よ
り
中
和
抗
体
が
産
生
さ
れ

た
こ
と
を
示
し
ま
す
。

②
ウ
イ
ル
ス
の
中
心
部
で
遺
伝
子
を
包

む
Ｎ
蛋
白
質
に
対
す
る
抗
体（
Ｎ
抗
体
）。

過
去
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
自
然
感
染
し
た
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
歴
が
あ

る
人
は
Ｓ
抗
体
と
Ｎ
抗
体
の
両
方
が
存

在
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
歴
が
な
く
フ
ァ
イ
ザ
ー
や
モ
デ
ル
ナ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
人
は
ワ
ク

チ
ン
の
ｍｰ

Ｒ
Ｎ
Ａ
を
も
と
に
体
で
作
ら

れ
た
Ｓ
蛋
白
質
に
対
し
て
Ｓ
抗
体
が
作

ら
れ
る
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
免
疫
が
獲
得
さ
れ
ま
す
。

Ｓ
抗
体
を
調
べ
れ
ば
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
免
疫
が
得
ら
れ
て
い
る

か
が
わ
か
り
ま
す
。

　

Ｓ
抗
体
検
査
は
外
部
委
託
で
検
査
可

能
で
す
が
抗
体
検
査
の
結
果
が
ワ
ク
チ

ン
の
効
果
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
か

ど
う
か
は
、
ま
だ
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

も
し
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
受
け
た
抗
体

検
査
の
結
果
が
陽
性
だ
っ
た
と
し
て
も

引
き
続
き
基
本
的
な
感
染
対
策
は
必
要

で
す
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

【７月の診療体制】　
診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

 9 時～
     12 時  
受付
7 時 30 分   
　～11 時

小児科 （野田） 鹿大派遣医師 德永 （野田） 德永
鹿大派遣医師

内科
藤原

（野田）
德永

（野田）
德永 （野田）

德永

藤原ペイン外来

（野田）
眼科・耳鼻

咽喉科 鹿大　眼科　 ４日～５日
25 日～26 日 消化器内科 

三宅  カメラ検査

○毎週
鹿大 耳鼻咽喉科

整形外科
リウマチ科

○毎週
整形医師

中島
14 日、21日、28 日

診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

14 時～　
　１７時

受付
8 時 30 分
   ～16 時

小児科 德永 德永 （野田） 德永
鹿大派遣医師

德永
（循環器・発達・その他）

内科
藤原 （野田） 藤原 藤原 藤原

（野田） 鹿大派遣医師 （野田） （野田） （野田）
眼科・耳鼻

咽喉科 鹿大　眼科 ４日～５日
25 日～26 日

〇毎週
鹿大 耳鼻咽喉科

整形外科
リウマチ科

〇毎週
整形医師

中島
14 日、21日、28 日

午  前

午  後

※野田先生の診療日：１１日（月）午後～１５日（金）午前、２５日（月）午後～２９日（金）午前 

火曜日の整形外科の受診を希望される方は､ 必ず来院前に電話でのお問い合わせをお願いします。
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広広  

田田  

遺遺  

跡跡  

ミミ  

ュュ  

ーー  

ジジ  

アア  

ムム  

だだ  

よよ  

り　り　
☎
㉔
４
８
１
１

第
１
回
ジ
ュ
ニ
ア
学
芸
員
講
座

開
講

　

今
年
度
の
ジ
ュ
ニ
ア
学
芸
員
は
、

立
切
遺
跡
・
横
峯
遺
跡
が
国
指
定
と

な
る
こ
と
を
受
け
、「
先
史
時
代
の

種
子
島
を
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
活
動

を
行
い
ま
す
。
第
１
回
目
は
、
６
月

18
日
（
土
）
に
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
旧
石
器
時
代
の
「
磨
製
石
斧
」

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
を
体
験
し
ま
し

た
。
滑
石
と
呼
ば
れ
る
柔
ら
か
い
石

を
、
海
辺
の
丸
石
を
使
っ
て
、
古
代

の
方
法
で
み
が
き
あ
げ
て
い
く
と
、

自
分
だ
け
の
「
磨
製
石
斧
」
ア
ク
セ

サ
リ
ー
が
で
き
あ
が
り
、
参
加
し
た

児
童
は
、
お
互
い
に
見
せ
合
っ
て
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

芸
術
文
化
講
座　
開
催
！

　

社
会
教
育
課
で
は
、
南
種
子
町
出

身
の
芸
術
家
を
招
い
て
、
小
中
学
生

を
対
象
と
し
た
芸
術
文
化
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
南
種
子

中
学
校
吹
奏
楽
部
、
中
平
小
学
校
金

管
バ
ン
ド
を
対
象
に
、
両
校
の
Ｏ
Ｂ

で
、
音
楽
家
の
石
堂
優
二
郎
さ
ん
を

招
い
て
の
講
座
を
６
月
11
日
・
12
日

に
行
い
ま
し
た
。
石
堂
さ
ん
は
、
ド

イ
ツ
国
立
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
音
楽
大
学
大

学
院
を
修
了
し
、
現
在
、
鹿
児
島
国

際
大
学
な
ど
で
講
師
を
勤
め
、
県
内

外
の
音
楽
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
児
童
・
生
徒
は
、
郷
里
の

先
輩
に
よ
る
一
流
の
演
奏
と
音
楽
指

導
を
体
験
し
た
こ
と
で
大
き
な
刺
激

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

福
祉
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
12
日
（
木
）
島
間
小
学
校
に

お
い
て
、
社
協
職
員
が
講
師
と
な
り

福
祉
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
３
年
生
４
人
４
年
生
10

人
の
計
14
人
の
児
童
の
皆
さ
ん
が
、

介
護
保
険
制
度
や
認
知
症
に
つ
い
て

の
座
学
の
あ
と
、
実
際
に
車
い
す
や

白は
く
じ
ょ
う
杖
（
視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
が
歩

行
す
る
と
き
に
使
う
補
助
具
）を
使
っ

て
体
験
学
習
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
車
椅
子
に
座
っ
た
り
、
目
を
つ
む

り
白
杖
を
使
い
歩
い
た
り
、
初
め
て

経
験
す
る
こ
と
に
真
剣
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
９
月
１

日
発
行
の
社
協
便
り
に
も
掲
載
い
た

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

※
体
験
学
習
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

当
事
業
所
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

〈目を閉じて白杖を使い歩いてます。〉 〈車椅子でマットの昇り降りの体験中〉
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７
月
１
日
か
ら
受
付
開
始

７
月
１
日
か
ら
受
付
開
始

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
は
、

原
則
と
し
て
毎
年
度
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
、
一
般
免
除
に
つ
い
て

は
、
例
年
７
月
１
日
か
ら
受
付
開

始
と
な
り
ま
す
。
未
納
の
ま
ま
に

す
る
と
、

①
年
金
受
給
権
を
得
る
た
め
の
要

件
（
年
金
加
入
期
間
）
に
算
入
さ

れ
ず
期
間
不
足
と
な
り
、
将
来
年

金
を
受
け
取
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
る
。

②
被
保
険
者
で
あ
る
期
間
中
に
、

ケ
ガ
や
病
気
で
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た

場
合
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

場
合
が
あ
る
。

な
ど
の
不
利
益
と
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
と

に
か
く
、
相
談
す
る
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

年
金
相
談
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

年
金
相
談
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
に
よ
る

年
金
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

年
金
請
求
に
か
か
る
各
種
申
請

手
続
き
や
、
こ
れ
ま
で
の
加
入
記

録
の
確
認
、
将
来
の
受
給
見
込
額

の
試
算
な
ど
、
年
金
に
関
係
す
る

こ
と
な
ら
、
何
で
も
ご
相
談
い
た

だ
け
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
年
金
相
談
へ
の
参
加
は

事
前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
役

場
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■ 

日
時　
８
月
２
日
（
火
）

■ 

時
間　
午
前
１１
時
～

　
　
　
　

 

午
後
４
時
30
分

■ 

場
所　
役
場
研
修
セ
ン
タ
ー

　

 

２
階　
大
会
議
室

■ 

準
備
す
る
も
の

　
年
金
手
帳
か
証
書
・
印
鑑
・
こ
れ

　

ま
で
に
届
い
た
通
知
書
・
本
人

　
確
認
の
た
め
の
免
許
証
な
ど

年
金
だ

役
場
保
健
福
祉
課

役
場
保
健
福
祉
課  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
３
５
）

１
１
１
１
（
１
３
５
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

～
毎
月
23
日
は
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
～　
☎
㉖
６
６
９
０

★
本
棚
に
ひ
と
工
夫
！

★
本
棚
に
ひ
と
工
夫
！

　

館
内
の
医
療
系
の
本
の
コ
ー
ナ
ー
に
、

「
病
名
」
や
「
健
康
法
」
な
ど
の
見
出
し

札
を
つ
け
ま
し
た
。

同
じ
病
気
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
を
あ
つ

め
て
並
べ
、
そ
こ
へ
目
印
の
札
を
つ
け

る
こ
と
で
、
以
前
よ
り
本
を
探
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
も
う
す
ぐ
夏
休
み

★
も
う
す
ぐ
夏
休
み

　

夏
休
み
の
宿
題
を
す
る
と
き
は
、
ぜ

ひ
、
町
立
図
書
館
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

自
由
研
究
の
テ
ー
マ
を
選
ぶ
た
め
の
本

や
、
調
べ
も
の
に
役
立
つ
図
鑑
や
百
科

事
典
、
息
抜
き
の
た
め
の
お
も
し
ろ
い

読
み
物
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。

　
館
内
に
は
、
調
べ
も
の
や
学
習
を
す
る

た
め
の
机
と
い
す
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

図
鑑
や
百
科
事
典
な
ど
の
貸
出
で
き
な

い
本
で
も
、
館
内
で
じ
っ
く
り
読
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
著
作
権
法
で
決
め
ら
れ
た
範
囲

内
で
あ
れ
ば
、
図
書
館
の
コ
ピ
ー
機
で
、

資
料
の
コ
ピ
ー
を
と
る
こ
と
も
可
能
で

す
。（
有
料
）
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～
南
種
子
の
遺
跡
～

　

令
和
４
年
度
は
、
南
種
子
の
遺

跡
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す

　

町
道
長
谷
島
間
線
を
長
谷
か

ら
島
間
方
面
へ
下
り
、
豊
受
神

社
か
ら
１
０
０
ｍ
ほ
ど
い
く
と

右
手
に
上
妻
城
址
の
看
板
が
見

え
て
き
ま
す
。

　

上
妻
城
址
は
、
水
上
城
・
仮

屋
・
内
城
な
ど
合
わ
せ
て
６
つ

の
曲
輪
（
周
囲
を
土
塁
な
ど
で

区
画
し
た
平
地
）
群
で
構
成
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
大
隅

諸
島
で
最
も
大
き
い
山
城
で

す
。
土
塁
（
土
塀
）
と
堀
切
が

現
存
し
、
下
城
・
内
城
・
犬
の

馬
場
な
ど
山
城
に
関
連
す
る
地

名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
、
肥
後
信
基
が
北

条
時
政
か
ら
種
子
島
・
屋
久
島

な
ど
南
島
12
島
を
与
え
ら
れ
た

際
の
種
子
島
の
地
頭
は
大
浦
口

氏
で
、
そ
の
代
官
で
あ
っ
た
上

妻
氏
の
居
城
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
上
妻
城
に
関
す
る
詳

し
い
記
録
は
見
つ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　

島
間
の
港
周
辺
を
一
望
で

き
、
中
世
以
降
も
島
間
を
治
め

る
拠
点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

上こ
う
づ
ま妻
城じ
ょ
う
し址

　
　
町
指
定
文
化
財

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

石
いしどう

堂　福
ふ く と

門くん
平成３０年７月１９日生まれ
克範さん・真生さんの男の子（上中）

ボール遊びの好きなニコニコ福ちゃん。
いたずらしちゃったり、甘えん坊だったり、
ふと優しかったり。
どんな福ちゃんも大好き♡です。
のびのび大きくなってね。

ご家族からひとこと

鮫
さめしま

島　真
ま き と

樹翔くん
平成３０年７月６日生まれ
大樹さん・志穂さんの男の子（西之）

我が家１番のやんちゃっぷりで、お父さんもお
母さんも真樹翔に振り回されてるけど、誰より
も優しくて、弟の面倒もよくみてくれるよね。
これからも元気いっぱい、笑顔いっぱいで、す
くすく成長してね。

〈上妻城址縄張図〉
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　
）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

岩
坪　
孝
穗
（
母
：
キ
サ
）

德
永　
壽
彰
（
母
：
ト
ヨ
）

宮　
満
（
母
：
チ
ズ
）

日
髙　
愛
子
（
夫
：
直
保
）

川
内
田　
龍
男
（
父
：
良
）

西
田　
ナ
ル
ミ
（
夫
：
洋
一
）

（　）は前月比

人の動き　5月31日現在
総人口（ 人 ） 5,391（－ 12）

男（ 人 ） 2,705（－ 5）
女（ 人 ） 2,686（－ 7）

世帯数（ 戸 ） 2,929（－ 13）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

5 月 0 件 27 件
累 計 2 件 113 件

※累計は令和 4 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所

1 金 海開き（8/31まで） 浜田海水浴場
24 日

県民体育大会熊毛地区大会
（バスケットボール・柔道） 10：00～　農業者トレーニングセンター他

10 日 第26回参議院議員通常選挙 県消防協会熊毛支部消防操法大会 14：00～競技開始　あおぞら広場

16 土 青少年育成の日 25 月 健診結果報告会（26日まで） 8：40～　生きがい活動室

17 日
家庭の日 31 日 町内一斉クリーン作戦
県民体育大会熊毛地区大会

（ゲートボール・サッカー・ソフトテニス） 10：00～　前之峯ゲートボール場他

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　6月15日現在
発生 死者 傷者

南種子町 0（－ 1） 0（± 0） 0（－ 1）
中種子町 0（－ 1） 0（± 0） 0（－ 1）
西之表市 1（－ 3） 0（± 0） 1（－ 3）

計 1（－ 5） 0（± 0） 1（－ 5）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
5
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
5
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝日在宅当番医
日 在宅当番医 所在地 電　話

3 公立種子島病院 南種子町 26-1230

10 百合砂診療所 西之表市 28-3901

17 種子島医療センター 西之表市 22-0960

18 種子島医療センター 西之表市 22-0960

24 中種子クリニック 中種子町 27-3222

31 種子島医療センター 西之表市 22-0960

7 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

德
永　
ト
ヨ　
　
　

103　
　
　
西
之

川
内
田　
利
男　
　
74　
　
　
島
間

迫
田　
實　
　
　
　
79　
　
　
上
中

西
田　
洋
一　
　
　
90　
　
　
平
山

日
髙　
直
保　
　
　
89　
　
　
西
之

峰
山　
チ
フ
子　
　
97　
　
　
島
間

立
石　
靜
子　
　
　
95　
　
　
西
海

川
内
田　
良　
　
　
86　
　
　
島
間

■日曜営業スタンド当番店
日 当番店

3 （有）永松産業　南種子給油所

10 （有）和人組　南種子給油センター

17 種子島石油（株）　南種子給油所

24 （有）船川石油店　上中給油所

31 （有）永松産業　南種子給油所
※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

８
月
１
日
（
月
）
は

国
民
健
康
保
険
税
第
２

期
の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

（
氏
名
） 　
　

 　

       （
保
護
者
） 　

   　

   　
（
地
区
）

江え
が
み上　
月つ
む
ぎ紬　
（
裕
樹
・
夕
華
）　　
　
上
中

山や
ま
だ田　
真ま

こ瑚　
（
晋
作
・
文
香
）　　
　
平
山

う
ぶ
ご
え

７
月
24
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
る

第
29
回
県
消
防
協
会
熊
毛

支
部
消
防
操
法
大
会
は
、

無
観
客
で
の
開
催
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
を
お

願
い
し
ま
す
。



発
行

／
南

種
子

町
役

場
　

　
　

　
編

集
／

企
画

課
 情

報
政

策
係

〒
891-3792　

鹿
児

島
県

熊
毛

郡
南

種
子

町
中

之
上

2793
番

地
1

電
話

／
0997-26-1111（

代
）　

E-m
ail／

hope@
tow

n.m
inam

itane.lg.jp
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
／

http://w
w

w
.tow

n.m
inam

itane.kagoshim
a.jp/
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広報紙に掲載する有料広告を募集しています。詳しくは役場企画課情報政策係まで。☎ ㉖１１１１

広報みなみたねに
有料広告を

掲載しませんか？
■広告月額
　１枠　10,000 円
■掲載場所
　広報紙裏表紙の
　カラーページ
■掲載サイズ
　縦 12.5cm ×横 5.5cm
※このお知らせの枠が１枠
　の実寸になります。
■申込締め切り
　掲載号の前月５日まで

　詳しくは、役場企画課企画
開発係までお問い合わせくだ
さい。
■問い合わせ先
　役場企画課　情報政策係
　☎㉖１１１１（内線１７２）

広報みなみたね　2022 年 7 月号　28


